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2023 年 4月
通巻 074号

（紙面では、コロナ禍以前に撮影した写真や撮影時にマスクを一時的に外している写真等を掲載していますのでご了承ください。）

こちらもぜひチェックしてください！
右のQRコードを読み取ると、法人ウェブサイトに
移行します。https://www.manyounosato.or.jp
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集

～誰もが安心して暮らせる
　地域づくりを目指して～

障害者週間イベントを
開催しました！
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障害者週間とは

12 月 9日は、1975 年に国連で「障害者の権
利宣言」が採択された日です。この日に合わせ、
障害者基本法では、12月3日から9日までを「障
害者週間」と定めています。
誰もが障害の有無によって、分け隔てられる
ことなく、互いに人格や個性を尊重し合いなが
ら暮らせる社会を実現するために、障害や障害
のある方々への理解と関心を深める機会とし
て、「障害者週間」の期間中、国分寺市でも毎
年さまざまな取組が行われています。

「障害者基本法」の基本的理念

すべての障害のある方が、
①  個人の尊厳が重んぜられ、その尊厳にふさ
わしい生活を保障される権利を有する

②  社会を構成する一員として社会、経済、文
化その他あらゆる分野の活動に参加する機
会が与えられる

③  何人も、障害者に対して、障害を理由とし
て、差別することその他の権利利益を侵害
する行為をしてはならない

ということが法律に明記されています。
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障害者週間イベントを
開催しました！

～誰もが安心して暮らせる地域づくりを目指して～

－特 集－

令和4年12月、万葉の里で開催した、障害者週間に合わせたイベントの様子をダイジェスト版でお届けします♪

障害者週間の期間中、cocobunjiプラザリオンホール前に展示され、
多くの方々に障害者センターの利用者さんが制作した作品をご覧いただきました。

2022 年12月3日 ㊏～12日㊊

作者氏名
小澤 紀子さん

作
品
名

岩
田
た
か
の
り︵
が
ん
ち
ゃ
ん
︶

切手を１枚１枚、丁寧に
貼り合わせた繊細かつダ
イナミックな作品です。

ペンネーム
海の雫 さん

作
品
名

ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
向
け
て
微
笑
む
ヒ
ヤ
シ
ン
ス

水彩で描かれ、タイトルに
沿った色鮮やかな作品です。

ペンネーム
空牙さん

作
品
名

通
称「
レ
モ
ン
牛
乳
」の
さ
い
ふ

鉛筆で描かれた繊細な
タッチの作品です。

ペンネーム

通
称「
レ
モ
ン
牛
乳
」の
さ
い
ふ

利用者さんの作品をご紹介！利用者さんの作品をご紹介！
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　就労継続支援事業B型どーむでは、国分寺障害
者施設お仕事ネットワークの取組の一環として、
今回初となる西国分寺駅構内で販売会を実施しま
した。冬季限定販売のシフォンケーキ（アップル
シナモン）やクリスマスクッキーが好評で、東京
経済大学の尾崎ゼミ学生お手製の商品説明カード
が彩りを加えてくれました。
※ 写真内 シフォンケーキの価格は12月12日より170円から
200円に変更しております。

どーむ 焼き菓子販売
12/3 土 ～ 4 日 10:00～18:00

＠nonowa西国分寺（JR西国分寺駅改札内）

　生活介護事業太陽では、陶芸や革工芸、組みひ
もなどの創作品を展示・販売しました。作者自身
が交代で店番や会計を担当し、にぎやかな雰囲気
の中、作品を通じて、地域の方々や支援関係者と
交流やつながりの機会になりました。

太陽 　作品販売＆アート作品展示
12/6㊋ ～12㊊

＠障害者センター1階 コミュニティ広場

　来館者に向けて自立訓練事業はばたきと、短
期入所・日中一時支援事業えんじゅの活動内容
を紹介するスライドショーを上映しました。
　はばたきでは、期間中の2日間、支援者向けに
オンライン事業説明会を実施するなど、コロナ禍
で事業所見学が難しい中、オンラインを活用し、
事業活動を知っていただく機会になりました。

はばたき＆えんじゅ
活動紹介スライドショー

12/6㊋ ～10土 10:00～17:00

＠障害者センター1階 コミュニティ広場

　地域活動支援センターつばさでは、市民や関係団体、障
害者センターに興味のある障害当事者を迎えて館内ツア
ーを実施しました。障害者センターで使用する福祉機器
（機械浴槽・介助用リフトなど）のデモンストレーション
や、参加型ワークショップを行い、施設を知っていただく
機会になりました。ワークショップでは、紙コップを使い、
参加者が色画用紙に絵を描いたり、装飾を施し、素敵なク
リスマスツリーが完成しました。

つばさ  市民福祉講座
「障害者センターってこんなところ」

12/10土 10:30～12:00

＠障害者センター2階 多目的室

販売：6～7日
展示：期間中常設
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居宅介護事業所 ウイング

自分らしく地域で暮らしたい！　
そんな気持ちに寄り添います

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

万
葉
万
葉

C
o

l l e c t i o n

法
人
の
理
念
「
と
も
に
創
る
と
も
に
生
き
る
」

を
体
現
す
る
た
め
、
法
人
設
立
か
ら
２
年
後
に

開
設
し
、
今
年
18
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

居
宅
介
護
事
業
所
と
は
、
地
域
で
お
住
ま
い
の
障

害
の
あ
る
方
が
、
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、

生
活
を
す
る
上
で
必
要
な
支
援
を
行
う
ヘ
ル
パ
ー
を

派
遣
す
る
事
業
所
で
す
。

「
居
宅
介
護
事
業
所
ウ
イ
ン
グ（
以
下
ウ
イ
ン
グ
）」

で
は
、
主
に
6
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
（
図
1

参
照
）。

そ
れ
ぞ
れ
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
違
い
ま
す
が
、
ど
の

事
業
に
お
い
て
も
、
一
人
ひ
と
り
が
望
む
"
自
分
ら

し
い
暮
ら
し
"を
実
現
す
る
た
め
の
内
容
で
す
。"
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
"
の
形
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
利

用
者
を
理
解
し
、
利
用
者
の
要
望
や
気
持
ち
に
寄
り

添
っ
て
支
援
す
る
こ
と
を
日
々
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

実
際
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
ま
で
、
ま
た
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
さ
れ
た
後
も
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

中
心
と
な
っ
て
、
相
談
・
調
整
を
行
い
ま
す
。
現
在

ウ
イ
ン
グ
で
は
男
女
１
名
ず
つ
、
計
２
名
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
活
動
が
停
止
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
、
日
々
の
暮
ら
し
は
絶
え
ず
続
い
て
い

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
た
こ
と
で
、
居
宅
に

図 1 ウイングの各事業のご紹介

受付では、ヘルパーお手製の
創作折り紙がお出迎え♪

1

5 6

居宅介護居宅介護

育児支援育児支援 会員制ヘルパー会員制ヘルパー
派遣事業エル派遣事業エル

ご自宅に訪問し、掃除・洗濯・
調理・買物などの生活に必要
な支援をするサービスです。

重度の知的・身体・精神障害
の方が対象で、居宅介護同様
生活全般の支援をするサービ
スです。

保護者自身に病気やストレス
で支援が必要とされている方
を対象として、育児全般の支
援をするサービスです。

制度では行き届かない部分を補
うため、法人が独自で必要な支
援を行う有料サービスです。

3
移動支援移動支援

知的・身体・精神障害の方が、
個々に希望する外出先や、通院、
官公署への移動等に付き添いサ
ポートをするサービスです。

2
重度訪問介護重度訪問介護

4
同行援護同行援護

視覚障害者の方が外出
する際に、出先で代読
や代筆などの視覚的情
報の提供を支援する
サービスです。

受付では、ヘルパーお手製の

♪♪
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空いている時間を活用し、調理など自分にでき
ることで障害のある方の生活をサポートするヘ
ルパーの仕事に興味・関心がある方
は、お気軽にお問合わせください♪

お
け
る
支
援
を
担
っ
て
い
る
ウ
イ
ン
グ
は
、
ど
ん
な

時
で
も
絶
や
し
て
は
い
け
な
い
事
業
で
あ
り
、
利
用

者
の
地
域
生
活
の
基
盤
を
支
え
る
事
業
と
し
て
、
力

を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

個
別
性
が
高
い
事
業
で
あ
る
た
め
、
支
援
者
も
需

要
に
応
じ
た
人
数
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
の
要
望
に
応
え
て
い
く
事
業
運
営
が
で
き
る
の
も
、

実
際
に
自
宅
を
訪
問
す
る
ヘ
ル
パ
ー
が
い
る
か
ら
こ

そ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
利
用
者
の

地
域
生
活
の
基
盤
を
支
え
る
、
責
任
あ
る
仕
事
を
担

う
ヘ
ル
パ
ー
に
は
、
法
人
の
倫
理
綱
領
・
行
動
指
針

を
基
に
作
成
し
た
『
居
宅
介
護
事
業
所
ウ
イ
ン
グ
ヘ

ル
パ
ー
の
心
得
』
を
入
職
時
に
配
布
し
説
明
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、法
人
の
理
念
で
あ
る"
と

も
に
創
る　
と
も
に
生
き
る
"
を
目
指
し
て
、
一
人

ひ
と
り
に
合
っ
た
支
援
を
提
供
し
、
誰
も
が
住
み
よ

い
ま
ち
を
創
っ
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

（
地
域
支
援
2
課　
課
長　
加か
藤とう
由ゆう
こ誇
）

居
宅
介
護
と
は
　「
障
害
者
総
合
支
援
法
」
に
基
づ
く
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
、
ヘ
ル
パ
ー
が
自
宅
（
居

宅
）
に
訪
問
し
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
や
調
理
、
洗
濯
、
掃
除
等
の

家
事
援
助
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
ま

た
、
生
活
等
に
関
す
る
相
談
、
助
言
や
、
病

院
ま
で
公
共
交
通
機
関
を
使
っ
た
通
院
の
介

助
等
を
行
い
、
地
域
生
活
全
般
を
支
え
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▲ 個別で業務に従事するヘルパーさん同士が会
するヘルパー会議の様子。情報を共有するだ
けでなく、コミュニケーションの場として大
切な時間となってます。

Interview

入所施設で自閉症の方と関わって
きた経験を活かし、国分寺市のヘ
ルパー講習を受けました。

ガイドヘルパーとして、利用者さん
と一緒に歩いたり、同じ景色を見
たり、会話が弾むなかで、利用者
さんの明るい表情に触れると、信
頼関係が深まっているなと
感じます。

両親の在宅介護のため、支援に来
ていたヘルパーさんの仕事ぶりを見
て、社会貢献の気持ちから働き始め
ました。働くなかで、もっと力になり
たいと思い、介護福祉士の
資格も取得しました。

1日の支援を終えて、利用者さんの
様子を家族に伝えた時に、家族から
「知らなかった一面を知ることがで
きた」と言葉をいただき、家族にとっ
ての新たな発見にもつながっ
ていることが嬉しいです。

特別支援学校に通う自分の子どものこ
とで、障害者センターに行く機会があ
り、その時にガイドヘルパー募集のチラ
シを見ていたところ、職員さんに声をか
けられ、それ以来、長年関わり続
けています。

育児支援の際に、利用者さんの好きな
料理を作ると、レシピを教えてほしいと
とても喜ばれ、子育てが始まったばかり
の大変な時期に役に立てたことが嬉し
かったです。

ヘルパーさんに
聞きました！

居宅介護事業所 ウイング

対象者：�①国分寺市在住　
　　　　②必要な居宅サービスの支給決定を受けている方
対象年齢：特になし　　  利用日：年中無休
利用時間：24 時間
事業所営業日：月～金曜日（祝日、年末年始除く）、8:30 ～17:30
電話番号：042-321-6600
利用契約までの流れ： 利用者もしくは、計画相談から依頼➡訪問➡利用

者情報や要望を聞き、計画を作成➡利用契約　
初回利用までの流れ： 利用者からの依頼➡支援内容に合わせてヘルパー

を人選➡初回利用

ヘルパー募集中！

Illustration: KaMo

寺
てらもと
元 希

のぞみ
荒
あら
貴
たかひろ
裕●コーディネーター

ヘルパーとして働き始めたきっかけを教えてください。

ヘルパーの仕事のやりがいを教えてください。
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　万葉の里の関係機関・団体の方々にスポットをあててインタビューを
行うコーナー「Letʼs（レッツ）」。
第３回は、平成14年の法人設立当初から万葉の里の「嘱託医」として、
月１回の利用者の方々への定期的な診察や、感染症対策の取組として、
ワクチン接種等の業務を担う、医師の行

ゆき
野
の
俊
とし
彦
ひこ
先生に、日々の仕事への

思いを伺いました。また、行野先生は万葉の里の「産業医」として、職
員の健康管理や、安心・安全な職場環境づくりにも長年尽力され、現在
は万葉の里のほか、高齢者施設の嘱託医や、自治体の産業医としても活
躍されています。

専門職

万
葉
の
里
の
嘱
託
医
に
な
ら
れ
た
経
緯

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
セ
ン
タ
ー
の
開
所
に
あ
た
り
、
国
分

寺
市
か
ら
、
私
が
在
籍
し
て
い
る
医
師
会
に
嘱

託
医
の
公
募
依
頼
が
あ
り
、
そ
こ
に
立
候
補
し

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
関
わ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
の
方
々
を
支

援
す
る
入
所
施
設
で
、
障
害
の
あ
る
方
の
診
察

を
し
た
経
験
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
立
候
補
を
後

押
し
し
た
理
由
の
一
つ
で
し
た
。
こ
れ
ま
で
、

20
年
に
わ
た
り
、
嘱
託
医
を
続
け
て
い
ま
す
が
、

将
来
的
な
部
分
を
考
え
る
と
、
次
世
代
を
担
う

医
師
を
増
や
し
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま

す
。
利
用
者
さ
ん
が
今
後
も
安
心
し
て
万
葉
の

里
を
利
用
し
続
け
る
た
め
に
も
、
新
た
な
視
点

や
考
え
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
、
大
切
な
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
を
す
る
上
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
自
分
と
相
手
は
対
等
で
あ
る
」
と
い
う
考
え

方
を
も
ち
、
お
互
い
に
尊
重
し
あ
う
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
利
用
者
さ
ん

に
限
ら
ず
、
職
員
の
方
々
と
の
関
係
に
お
い
て

も
同
じ
で
す
。
医
師
と
し
て
必
要
な
指
摘
や
助

言
は
し
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
相
手
の
意

見
に
も
き
ち
ん
と
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
職
種
や
立
場
の
違
い
を
越
え
て
、
お
互
い

の
考
え
や
思
い
を
発
信
し
合
え
る
環
境
を
目
指

し
て
、
日
々
関
わ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
さ
ん
と
の
印
象
的
な
エ
ピ
ソ
ー

ド
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
セ
ン
タ
ー
開
所
当
時
は
、
職
員
が
医

務
室
に
利
用
者
さ
ん
を
連
れ
て
来
て
く
れ
て
、

診
察
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
声
か

け
一
つ
で
利
用
者
さ
ん
自
ら
医
務
室
ま
で
診
察

に
来
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
変

化
は
、
利
用
者
さ
ん
の
大
き
な
成
長
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
今
で
は
基
本
的
に

医
務
室
の
扉
を
開
け
て
お
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
診
察
時
に
は
も
ち
ろ
ん
閉
め
ま
す
が
、
医

務
室
に
顔
を
出
し
て
く
れ
る
利
用
者
さ
ん
と
い

つ
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
員
の
皆
さ
ん
は
、
日
々
支
援
に
対
す
る
思

い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
勉
強
や
経
験
を
重
ね
、

支
援
に
臨
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
休
み

の
日
に
は
き
ち
ん
と
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
、

休
息
を
十
分
に
と
り
、
自
分
を
大
切
に
す
る
こ

と
も
必
要
で
す
。
自
分
を
大
切
に
す
る
と
い
う

こ
と
は
、自
分
の
仕
事
や
、自
分
と
接
す
る
人
々

を
大
切
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
職

員
の
皆
さ
ん
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
こ
と
を
心
に
留

め
て
、
や
り
が
い
を
も
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
仕

事
に
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

利用者健診前の準備をする行野医師

Let’s keeping ours
elf 

healthy together
！

毎月実施する衛生委員会では、安全な職場環境づくりに
ついて協議しています。
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介職 員 リ レ ー 紹

次回は弾
だんじょうばら
正原�あかねさんの紹介です

「佐藤君！�福祉は人だよ！」―こ
れは、初代理事長である板山さん
が入職したての私にかけてくれた
言葉です。板山さんの福祉に対す
る熱量とこの言葉の持つ力強さは、
今でも鮮明に覚えています。そし
て、仕事をしていく上での大切な
言葉となりました。「福祉」を辞書
で引くと、「幸福」と書かれていま
すが、「幸福」の捉え方や感じ方は
人それぞれです。しかし、実際には、
周囲の人間が「幸」「不幸」を勝手
に判断してしまうことはよくあり、
特に障害者支援においては気をつ
けなければならない視点だと思っ
ています。私たちは、それぞれが
より良く生きたいと願い、そのた
めに日々努力をしています。そし
て、それは利用者さんも同じです。
利用者さんの願いや努力に対して
どのような支援ができるかを考え、
また、支援者側が利用者さんや関
係者から支えられていることに気
づけることも大切だと考えていま
す。今後も「福祉は人」という言
葉と板山さんの熱量を胸に、取り
組んでいきたいと思います。

次回は南
みなみ

千
ち
穂
ほ
さんの紹介です

荒
あら

貴
たかひろ
裕

地域支援２課　居宅介護事業所ウイング　
勤続年数：３年目
好きな言葉：温故知新
趣味：ぶらり散歩

佐
さとう
藤 慎

しんたろう
太郎

通所支援1課　自立訓練事業はばたき
勤続年数：17年目
好 きな言葉：心配しなくていいんだよ。どん
な些細なことでも、すべてうまくいくからさ
趣味：ゲーム

次回は須
す
田
だ
光
みつこ
子さんの紹介です

ウイングの業務は多岐にわたり
ますが、その中でも居宅介護と重
度訪問介護は、利用者さんのプラ
イベート空間であるご自宅に訪問
して支援を行うことが特徴です。
利用者さんの普段の生活や他では
みられないリラックスした姿が垣
間見えるこの仕事に、とても魅力
を感じています。
訪問先での支援は、利用者さん
ごとに異なる生活環境や習慣など、
注意すべきこともさまざまで緊張
感があります。主にマンツーマン
での支援となるため、利用者さん
と信頼関係を築くことは、とても
重要です。簡単なことではありま
せんが、私は日々、「支援をさせて
いただいていることへの感謝」と
「話しをじっくりと聞き、優しい気
持ちで接すること」を心掛けて誠
実に支援に臨んでいます。コロナ
禍、利用者さんが外出する機会は
減りましたが、今では少しずつ回
復してきました。外出する機会が
もっと増え、利用者さんたちが地
域の一員として身近な存在となり、
温かく見守られる社会になるよう、
微力ながら、貢献していきたいと
思います。

万葉の里に入職して長い年月が
経ち、今は二人の子どもを育てる
母となりました。子どもがいくつ
になっても、子どもと離れて過ご
す時間は不安や心配がついてまわ
ります。子どもが一日どう過ご
したかを察知する最初の手立ては、
帰宅した時の表情です。笑顔の時
は私の不安や心配は払拭されます。
話を聞くと、いいことばかりでは
ないようですが、楽しかったと思
える一日であれば良かったなと安
堵します。子どもが嫌だと感じて
いることは、話を聞いてどうした
ら軽減できるかを一緒に考え、解
決の糸口を探します。
子どもと接して思うことは、利

用者さんが帰宅される時も、一日
の活動が充実したものであったと
感じてほしいということです。帰
宅した時も笑顔でいてほしいと切
実に思います。利用者さんが抱
えている思いに寄り添い、安心し
てもらえるような存在でありたい。
そんな思いで日々関わりを重ね続
けています。一人ひとりがかけが
えのない存在です。これからも皆
さんと共に充実した生活を創って
いきたいと思います。

柴
しば た
田 麻

ま き こ
希子

通所支援1課　生活介護事業太陽
勤続年数：16年目
好きな言葉：桜梅桃李
趣味：音楽鑑賞
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写
真
コ
ン
テ
ス
ト

おめでとう
ございます！

結
果
発
表
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本号より、視覚障
害のある方がご利
用いただけるよ
う、誌面の本文を
Wordテキストに
し、ウェブサイト
に掲載しておりま
す。是非、ご利用
ください。

　
前
号
で
、
「
わ
た
し
の
住
む
ま
ち
国
分
寺
」
を
テ
ー
マ

に
募
集
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
結

果
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
本
誌
で
は
最
優
秀
賞
を
ご

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
他
、
優
秀
賞
2
点
・
入
選

3
点
に
つ
き
ま
し
て
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ご
応
募
い
た
だ
い
た

方
々
に
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ご案内

編集後記

　今号の表紙にある
「20周年ありがとう！」
は、前号でご案内した
法人創立20周年を記念
した取組の一環で、万
葉の里の利用者さんと
職員が協力し、折り紙
や切手、絵具を使い制
作した作品です。
　季節がめぐり、新た
に21年目がスタートし
ました。今年5月には、
新型コロナウイルス感
染症の法律上の位置づ
けが変わりますが、コ
ロナ禍で学び得たこと
を活かし、今後も広報
誌を通じ、利用者さん
やご家族、地域や関係
機関の皆さまに、法人
の取組や活動を分かり
やすく伝えていきたい
と思います。

（広報委員会）

～
い
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
～

い
や
し
け
𠮷
●
●
●
事

よ
ご
と

障
害
者
週
間
に
は
、
障
害
や
障
害
の
あ
る
方
々
へ
の
理

解
と
関
心
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、
国
や
地
方
自
治
体
、

関
係
団
体
等
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
識
啓
発
に
関
わ
る

取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
も
前
職
で
は
、
行
政
や
地
域
福
祉
を
担
当
す
る
立
場

で
、
障
害
者
週
間
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
関
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
障
害
者
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
都
立
公
園
の
一
角

に
40
数
団
体
の
出
展
ブ
ー
ス
を
設
け
、
そ
こ
が
一
般
市
民

や
各
団
体
同
士
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
障
害

者
福
祉
大
会
な
ど
で
知
事
表
彰
等
を
授
与
さ
れ
る
団
体
等

が
あ
っ
た
場
合
は
、
都
庁
の
会
場
ま
で
激
励
の
た
め
に
足

を
運
ん
だ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
今
回
、
障
害
者
週
間
に
何

ら
か
の
関
わ
り
を
持
っ
た
の
は
4
年
ぶ
り
で
し
ょ
う
か
。

万
葉
の
里
の
基
本
方
針
の
ひ
と
つ
に
、
地
域
社
会
と
の

連
携
と
協
働
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
、
思
う
よ
う
に
地
域
と
の
交
流
が

図
れ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
何
と
か
交
流
を
進
め

た
い
と
企
画
し
た
の
が
「
障
害
者
週
間
イ
ベ
ン
ト
」
で
す
。

地
域
社
会
と
い
っ
て
も
地
域
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
が
お
ら

れ
る
の
で
、
各
部
署
で
は
、
対
象
者
を
絞
り
込
み
実
施
し

ま
し
た
。
ど
ー
む
の
初
め
て
の
駅
構
内
で
の
販
売
は
完
売
。

太
陽
の
作
品
販
売
等
も
好
評
で
、
多
く
の
売
上
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。
つ
ば
さ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
大
き
な
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
皆
で
完
成
さ
せ
、
は
ば
た
き
＆
え
ん

じ
ゅ
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
上
映
、
は
ば
た
き
の
支
援
者
向

け
オ
ン
ラ
イ
ン
説
明
会
で
は
、
事
業
へ
の
理
解
を
深
め
る

機
会
に
な
り
、
法
人
や
事
業
等
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い

機
会
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
自
意
識
（「
自
分
の
認
知
」
と
言
っ
て
も
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
）
と
は
、
そ
の
人
が
現
在
置
か
れ
育
っ

て
き
た
社
会
的
立
場
の
中
で
育
ま
れ
、
こ
れ
ま
で
何
気
な

く
志
向
し
こ
だ
わ
っ
て
き
た
こ
と
も
、
自
分
の
自
意
識
を

通
じ
て
生
ま
れ
た
も
の
。
逆
に
自
意
識
を
変
え
れ
ば
思
考

も
あ
っ
さ
り
変
わ
る
も
の
で
す
（
参
照
・『
人
生
教
習
所

（
上
）』
垣
根
涼
介　
中
公
文
庫
よ
り
）。
障
害
者
へ
の
理

解
も
同
じ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
生
活
や
働
き

の
場
で
障
害
者
と
接
す
る
機
会
が
多
く
あ
れ
ば
、
自
意
識

も
変
わ
り
、
あ
え
て
障
害
者
週
間
と
い
う
期
間
を
設
け
な

く
て
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
社
会
が
来
る
こ

と
を
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。�
（
理
事
長　
室
地�

隆
彦
）

ペンネーム
NAKADAI さん

作
品
名 

「
紅
葉
」


